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１．対策の概要 

 

 

 

 

 

 

 博多駅地下に流れ込む雨水（H11.6.29）  博多駅周辺の浸水状況（H11.6.29） 

福岡市では、平成１１年６月２９日の市内一円で発生した甚大な浸水被害を踏まえ、「雨水

整備Ｄｏプラン」を策定し、浸水被害が重大であった地区（重点５９地区）において、時間

雨量５９.１mmに対応する主要な雨水排水施設(幹線管渠やポンプ場など)の整備を進めてき

た。また、できるところからできるだけの対策を早期に行い、浸水被害を軽減することを基

本方針とし、重点５９地区以外の地区おいても、事業規模が小さく短期間に効果が表れる短

期的な対策（側溝整備など）を実施することで、浸水被害の軽減を図ることとした。 

また、プラン策定後に発生した浸水被害等を踏まえ、重点５９地区のうち、博多駅周辺の

２地区および天神周辺地区の２地区については、他の重点地区よりも整備水準を強化した雨

水対策を実施してきた。（「雨水整備レインボープラン」として個別の計画を策定） 

 この結果、「雨水整備Ｄｏプラン」の重点５５地区と「雨水整備レインボープラン」の重点

４地区を合わせた重点５９地区においては、主要施設の整備が平成３０年度までに完了予定

となっていることや、重点５９地区以外の地区においても、継続して短期的な対策を実施し

てきたことにより、市内の浸水安全度は大幅に向上している。 

 
対策のイメージ 

【主要施設の整備】 

 
【短期的対策】 

 

雨水幹線の整備 ポンプ場の新設 横断側溝の設置 
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【重点 59 地区の定義】 

平成 3 年度以降複数回浸水し,かつ平成 11 年 6 月

29 日の集中豪雨で概ね 10 棟以上浸水した地区 

事業概要（重点５９地区） 

●  重 点 地 区 の 箇 所 図 

〇「雨水整備Ｄｏプラン」（重点 59地区）（平成 12～30 年度） 

 
重点５９地区

雨水整備Ｄｏプラン
整備水準：59.1mm/hr（10年確率）

重点５５地区

雨水整備Ｄｏプラン
整備水準：59.1mm/hr（10年確率）

重点４地区

雨水整備レインボープラン（博多・天神）
整備水準：79.5mm/hr（H11年実績降雨）

H16年度～（博多） H21年度～（天神）

 博多駅周辺，住吉・美野島（2地区）：「雨水整備レインボープラン博多」により整備 
天神・今泉，警固・薬院  （2地区）：「雨水整備レインボープラン天神」により整備 

全体事業費 　約1,786億円(見込み)

重点地区 　5９地区

事業年度 　平成12年度～平成30年度

行政区

東区 13
西戸崎，和白丘，高美台，香椎，水谷・松崎・若宮，
名島，多々良，土井，多の津，原田，筥松，
馬出（１），馬出（２）

博多区 13
千代，吉塚・堅粕，博多駅周辺，住吉・美野島，
竹下，那珂（１），那珂（２），諸岡，半道橋，
東那珂，浦田，板付，南八幡

中央区 5 天神・今泉，警固・薬院，春吉，平尾，小笹

南区 11 塩原，大橋，五十川，井尻（１），井尻（２）
曰佐・警弥郷，若久，中尾，寺塚，長住，大平寺

城南区 4 鳥飼，別府，田島，七隈

早良区 8 城西，西新，百道，昭代，室見，原，干隈，野芥

西区 5 姪浜，小戸，上山門，生の松原，周船寺

計 59

重点５９地区
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博多駅周辺地区については、「雨水整備Ｄｏプラン」に基づき重点５９地区として浸水対策

を進めていたが，平成１１年に続き，平成１５年の豪雨においても甚大な被害が発生した。

このことから、博多駅を三度浸水させないため、雨水整備水準を時間雨量７９.５ミリ（平成

１１年の実績降雨）に引き上げた「雨水整備レインボープラン博多」を平成１６年度に策定

し、従来の流下型施設に加え、雨水貯留管、雨水調整池や浸透側溝などの雨水流出抑制施設

を導入した整備を進め、平成２４年度に主要施設の整備が完了した。 

〇｢雨水整備レインボープラン博多｣(平成 16～24年度) 

 

事業概要 

 

（※）「雨水整備Ｄｏプラン」の重点５９地区のうちの２地区 
    （博多駅周辺，住吉・美野島） 

山王２号雨水調整池 

（長さ:78.1m，幅:34.8m，貯留高さ:6.4m） 

対象地区 ２地区（※） 約４３０ha

整備水準 ７９.５㎜/hr（平成１１年実績降雨）

事業年度 平成１６年度～平成２４年度

全体事業費 約３５３億円

 博多駅周辺の浸水状況（H15.7.19） 
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 天神周辺の浸水状況（H11.6.29）

〇｢雨水整備レインボープラン天神｣（第１期事業） (平成 21～30年度) 

天神周辺地区についても、「雨水整備Ｄｏプラン」に基づき重点 59地区として浸水対策を

進めていたが，博多駅周辺地区と同様に、地下空間が高度に発達し、都市機能が集積してい

ることから，平成２１年度に雨水整備水準を７９.５ミリに引き上げた「雨水整備レインボー

プラン天神」を策定し、雨水貯留管や浸透側溝などを導入した雨水対策を実施することとし

た。全体計画の達成には多大な事業費と期間を要することから，効率的に事業を進めるた

め，第１期事業として時間雨量５９.１mmに対応できる施設整備を実施しており，平成 30年

度に主要施設の整備が完了予定となっている。 

 天神周辺の浸水状況（H19.7.21）

事業概要（第１期事業） 

中部２号幹線（φ5,000 ㎜） 

（※）「雨水整備Ｄｏプラン」の重点５９地区のうちの 
２地区（天神・今泉，警固・薬院） 

対象地区 ２地区（※） 約１００ha

整備水準 ５９.１㎜/hr（１０年確率）

事業年度 平成２１年度～平成３０年度

全体事業費 約１５４億円（見込み）
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 H30年度末

（見込）

H11年度末 約2,390㎞

約3,040㎞

○平成１１年６月２９日の市内一円で発生した甚大な浸水被害を踏まえ、主要な雨水排水施設の整備を

進めてきた結果，雨水管の延長，雨水ポンプ場の排水能力，雨水貯留施設の貯留能力が大幅に向上。

○重点 59地区（雨水整備レインボープランで整備した地区を含む）における事業費の累計は、平成

30 年度末で約 1,786 億円となる見込みである。

雨水管 

○雨水管の全延長 ○管径 2000 ㎜以上の雨水管の延長

２．雨水排水能力の向上 

全延長の約 30％増加に対して 
管径 2,000 ㎜以上の延長は約 60％増加 

約 650 ㎞（約 30％）の増加

（博多～大阪間の距離と同等） 
約 65 ㎞（約 60％）の増加

浸水対策の推進で 
大きな雨水管の延長が増加！ 

事業費
（平成30年度末見込）

雨水整備Doプラン
重点55地区

1,279億円

雨水整備レインボープラン博多
（２地区）

353億円

雨水整備レインボープラン天神
（２地区）

154億円

合計 1,786億円

重点59地区における事業費

H30年度末

（見込）

H11年度末 約106㎞

約171㎞

（H12～H30） 

（H16～H24） 

（H21～H30） 

大阪

博多
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雨水ポンプ場 

○雨水ポンプ場の新設

○雨水ポンプ場の排水能力

雨水貯留施設 

平成 12年度～平成 30年度の間で、新たに 1４箇所のポンプ場が稼働 

博多駅北ポンプ場 
約 60％の増加（約 10,000m3/分の増加）

○雨水貯留施設の貯留能力

貯留能力が 25 メートルプール約 360 杯分増加！

山王雨水調整池（山王2号） 中部２号幹線

平成11年度

貯留施設無し
平成30年度(見込)

約128,000m3 約128,000m3の増加
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３．浸水被害の推移 

 

※棟数：床上・床下浸水被害の合計値 

※対象期間：H11.6.29 から H30.12 月末まで 

○市内における主な浸水被害の状況 

■これまでの浸水対策による効果 

○平成 12 年度の事業着手以降・・・ 

 

 浸水被害が着実に減少！ 

○平成 12 年度～平成 30 年度の間で・・・ 

 

 雨水排水能力が大幅に向上！ 

 

 

年月日

時間最大

(mm/h)

観測地点

(気象庁)
福岡 太宰府 博多 福岡

79.5 104 116 72.5

H11年

6月29日
H15年

7月19日

H21年

7月24日
H25年

8月30日

3,173

1,721

1,122

棟

棟

棟

3 棟
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全国的に雨の降り方が変わってきており、全国のアメダス（約 1，000 地点）で集計した結果にお

いて、時間雨量 50ｍｍ及び 80ｍｍ以上の降雨が増加傾向にある。また、近年、全国各地で豪雨被害

が頻発している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全国で時間雨量 50ｍｍ及び 80ｍｍ以上の降雨が増加傾向 

直近 10 年間（H20～H29）の平均発生回数が 40年前の 10年間（S53～S62）に対して約 1.5倍 

約 1.8倍 

約 1.5倍 

１．雨の降り方の変化 

 

直近 10 年間（H20～H29）の平均発生回数が 40年前の 10年間（S53～S62）に対して約 1.8倍 

出典：気象庁 HP 

出典：気象庁 HP 

時間雨量 50ｍｍ以上の降雨 

時間雨量 80ｍｍ以上の降雨 
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出典：中国地方整備局 

出典：九州地方整備局 出典：国土地理院 

出典：中国地方整備局 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

  

 

 

 

 

  

大規模な浸水（岡山県倉敷市真備町） 小田川左岸の堤防決壊（岡山県倉敷市真備町） 

土砂・流木による家屋被害（朝倉市） 赤谷川の氾濫（朝倉市） 

・平成２９年７月九州北部豪雨 

・平成３０年７月豪雨 

福岡県朝倉市：129.5mm/h（観測史上第 1位） 

西日本～東海を中心に広い範囲で 48時間あるいは 72時間雨量が観測史上第 1位

の記録を更新 

出典：気象庁「災害をもたらした気象事例」（平成 29 年 7 月） 

対馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向かって暖かく非常に湿った空気が流れ込ん

だ影響等により、線状降水帯が形成・維持され、同じ場所に猛烈な雨を継続して降

らせたことから、九州北部地方で記録的な大雨となった。 
 

出典：気象庁「災害をもたらした気象事例」（平成 30 年 7 月） 

梅雨前線が日本付近に停滞し、台風第 7 号が南海上に発生・北上して日本付近に

暖かく非常に湿った空気が供給され続け、台風第 7 号や梅雨前線の影響によって大

雨となりやすい状況が続いた。このため、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録

的な大雨となり、各地で甚大な被害が発生している。 
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２．福岡市民の意識（市政アンケート結果） 

 Q：概ね 10 年前と比べて雨の降り方が変わってきていると感じますか？ 

○浸水対策に対する市民意識(市政アンケート調査結果) 

   浸水対策に関する市民の意識・関心度を把握するため、アンケート調査を実施。 

      調査期間 ：平成３０年５月２５日から６月８日まで 

      調 査 数  ：６２８件 

   回 答 数  ：５７３件(有効回答率 ９１.２％) 

 
約 9 割が雨の降り方が 

変わったと感じている。 

 Q：今後も福岡市において浸水対策は重要だと思いますか？ 

 
９割以上が今後も浸水対策は 

重要と感じている。 

22.3%
44.7%

8.9%

3.3%

20.4%

0.3%

67.0％ 

 Q：「雨水整備Ｄｏプラン」，「レインボープラン博多」などに基づき浸水対策を実施して 

   きましたが、これらの対策により浸水被害は以前より軽減されたと感じますか。 

 約７割が浸水被害は 

軽減されたと感じている。 
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※工事規模が小さく短期間に効果 

が表れる対策 

１．基本方針 

 

 

 

 

 

 

〇基本的な考え方 

福岡市では従前（雨水整備Ｄｏプラン策定以前）より、時間雨量５２．２mmに対応した

施設整備により浸水安全度の向上を図ってきたが、平成１１年６月２９日の豪雨により、

市内各所で甚大な浸水被害が発生したことを踏まえ、被害が重大であった地区を重点地区

と位置付けた「雨水整備Ｄｏプラン」を平成１２年度に策定し、整備水準を時間雨量 

５９．１mmまで引き上げた対策を進めてきており、重点地区については、平成３０年度末

で主要施設の整備が概ね完了する見込みである。 

一方で、重点地区以外にも現在までに浸水被害が発生した地区があることから、「雨水

整備Ｄｏプラン２０２６」を策定し、更なる浸水安全度の向上に向けて、平成３１年度以

降も引き続き浸水対策に取り組んでいく。 

本計画は「雨水整備Ｄｏプラン」の考え方を継承し、浸水地区の中から早急に対策を行

うべき地区を選定し、時間雨量５９．１mmに対応する抜本的な対策（幹線管渠など)を進

めるとともに、できるところからできるだけの局所的な対策（側溝整備など）も行いなが

ら浸水被害を軽減することを基本方針とする。 

なお、本計画の策定以降に新たな浸水被害が発生した場合等は、速やかに浸水原因の調

査を行い、必要な対策を講じていく。 

※断面の大きな幹線など期間を 

要する対策 

局所的対策 

浸水地区の対策 

抜本的対策 

局所的対策 抜本的対策 

※時間雨量 59.1mm対応 

幹線の整備 横断側溝の設置 



- 12 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈新たな重点地区の選定について〉 

本市の雨水整備は、時間雨量５９．１mm（１０年確率）に対応する施設整備を目標としてい

るが、浸水地区全ての抜本的対策には多大な事業費と期間を要するため、財政的な制約も踏ま

え、選択と集中により重点的に進める地区（新たな重点地区）を絞り込んで、整備期間を設定

し計画的に取り組んでいく。 

 

〈新たな重点地区以外の浸水地区について〉 

新たな重点地区以外の浸水地区については、基本方針に基づき、できるところからできる

だけの局所的な対策（側溝整備など）を行いながら浸水被害の軽減を図る。 

なお、主要施設が完了した現行の雨水整備 Do プラン重点５５地区については、幹線等の主

要施設に雨水を速やかに取り込むための枝線整備等に引き続き取り組んでいく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《局所的対策》 

○管渠清掃、人孔蓋の取り替え、 

横断側溝、雨水桝の改良、 

会合箇所の改良、ゲートの改良 等 

 

 

 

 

 

《抜本的対策》※時間雨量 59.1mm対応 

○幹線整備（バイパス管等）、準幹線整備、枝線整備、雨水排水ルートの検討・整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※工事規模が小さく短期間に効果が 

表れる対策 

【ゲート：改良前】 【ゲート：改良後】 

【バイパス管の設置】 【準幹線・枝線整備】 

側溝 側溝 

 

対策の進め方 
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近年、全国的に雨の降り方が集中化・激甚化しており、本市においても浸水のリスク増大

が懸念されるため、「浸水対策」は今後も重点施策として、重点地区を拡大して引き続き取り

組んでいく必要がある。 

しかしながら、本市の下水道は、施設の半数以上が供用開始後３０年以上を経過し、今後

は老朽化施設の改築需要が大幅に増大していくことから、施設の機能を適切に維持していく

ために「改築・更新」を最重点施策として推進しているところである。 

また、全国各地で大規模な地震災害が頻発している中で、本市の中心部を縦断する警固断

層帯南東部を震源とした地震の想定は、日本の主な活断層の中でも発生確率が高いグループ

に属しており、施設の耐震化等の「地震対策」も重点施策となっている。（P16参照） 

以上のように、浸水対策への財政的な制約があるため、本計画の「重点地区」について

は、抜本的な対策を計画期間内で実施可能な範囲とした結果、対象範囲をこれまでの１０棟

以上浸水した地区から５棟以上浸水した地区としている。 

重点地区の定義 

平成元年度から３０年度までの期間に，１回の降雨で５棟以上

の浸水被害が発生した地区（３３地区）とする。 

「重点地区」の対策においては、浸水被害の規模が大きかった地区

から着手することを基本とし、まちづくり関連など他事業との連携

も図りながら、計画的かつ効率的に進めていく。 

○ 重点地区の設定

本計画における重点地区については、平成元年度から３０年度までの期間で、浸水被害

（床上・床下）が発生した２４２地区（重点５５地区を除く）の中から、被害の大きかっ

た地区を選定する。

２．重点地区について 
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「雨水整備Ｄｏプラン２０２６」策定以降に新たに浸水被害が発生した地区等 

「雨水整備Ｄｏプラン２０２６」の対象地区 

「雨水整備Ｄｏプラン２０２６」の重点地区を選定するための対象地区 

２４２地区 

「雨水整備Ｄｏプラン２０２６」の 

重点地区 ３３地区 

「雨水整備Ｄｏプラン２０２６」の

重点地区以外 ２０９地区 

「雨水整備Ｄｏプラン」の重点地区【継続】 

５５地区 

できるところからできるだけの対策を 

実施していく。 ※局所的対策 

重点地区を選定するための対象地区 

※平成元年度から平成３０年度までの
期間で、浸水被害が発生した地区 

※主要施設に雨水を速やかに
取り込むための枝線整備等 

※1回の降雨で 5棟以上の
浸水被害が発生した地区
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○ 重点地区の内訳

行政区 地区数 重 点 地 区

東区 5 唐原，松島，松田，原田(１)，原田(２)

博多区 12
金隈，東月隈，西月隈，井相田，吉塚，堅粕，東比恵，千代，
上呉服町，上川端町，下川端町，中洲

中央区 1 港

南区 7 大楠，横手，三宅，老司，市崎，柳河内，花畑

城南区 1 友丘

早良区 3 干隈，賀茂，田村

西区 4 姪浜，小戸，福重，田尻

計 33

○ 重点地区の箇所図

計画期間 平成３１（２０１９）年度から２０２６年度まで（８年間） 
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○「雨水整備Ｄｏプラン２０２６」の位置付け

上位計画である「下水道ビジョン２０２６」に示された具体的施策の一つである「浸水対策」

を計画的・段階的に取り組んでいくための実施計画として位置づけるものである。

＜参考資料＞ 

「☆」は最重点施策

■重点施策

浸水対策

☆ 改築更新

地震対策

未整備区域の解消

再生水利用下水道

雨水整備Ｄｏプラン
2026

雨水整備レインボー
プラン天神

福岡市下水道ビジョン2026

＜平成29(2017)～2026年度＞

合流式下水道の改善
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